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五明の里 生活博物館展  
五明地区まちづくり協議会  

 

＜設立状況（３０.2.１） 全４１地区中＞ 

まちづくり協議会      23（25 地区） 

まちづくり協議会準備会  ３（ ３地区） 

 ２０１８．２ 

平
成
29
年
12
月
26
日
（
火
）
か
ら
平
成
30
年
1
月
21
日

（
日
）
の
間
、
よ
り
多
く
の
人
に
五
明
地
区
の
魅
力
を
幅
広
く
発

信
し
よ
う
と
、
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
五
明
の
里 

生

活
博
物
館
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
五
明
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
、
史
跡
や
文
化
、
人
材
と
い
っ
た
地
域
の
〝
宝
〟
を
ま
と

め
た
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
や
、
住
民
の
方
々
の
絵
画
や
陶
芸
、
手
芸
、

木
工
芸
、
写
真
の
ほ
か
、
地
元
の
芸
術
家
が
制
作
し
た
「
五
明
の

立
体
図
」
や
「
伊
予
万
歳
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
な
ど
、
数
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
興
味
深
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
1
月
20
日
（
土
）
に
は
「
新
春
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ

ー
ト
」
も
開
催
し
、
50
名
を
超
え
る
来
場
者
は
五
明
地
区
の
魅
力

に
包
ま
れ
な
が
ら
、
オ
カ
リ
ナ
の
き
れ
い
な
音
色
に
癒
さ
れ
ま
し

た
。 

（
今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
の
一
部
は
、
五
明
地
区
の
古
民
家
を
改

修
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ふ
れ
愛
の
館
」
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。） 

伊
予
万
歳
の
顔
出
し

パ
ネ
ル
も
用
意
さ
れ
、

伊
予
万
歳
を
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
人
も

楽
し
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

地
元
の
方
々
の
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
が
並

び
、
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
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今年度は「地域でできる防災・減災」をテーマに 4回の講義を行いました。 

まちづくり協議会の方や防災に関心のある一般の方、愛媛大学の学生など

25 名が参加し、講義やグループワークなどを通じて地域でできる防災・減災

への取り組みについて考えました。 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

１１月１４日（火） 

１１月２１日（火） 

１１月２８日（火） 

１２月５日（火） 

 はじめに、市民参画まちづくり課より

「地域におけるまちづくり」と題し、住

民主体のまちづくりについて、まちづく

り協議会の設立や活動内容など紹介しな

がら説明しました。 

 次に、高浜地区自主防災連合会の蔭原

会長より「高浜地区の防災の取り組み」

についてご講演いただきました。 

 高浜地区は平成１９年度に愛媛県のモ

デル事業で要支援者調査を実施しまし

た。当初、調査は住民の理解が得られに

くく難航しましたが、調査の必要性を書

いた説明文を添えることで理解が得ら

れ、多くの住民から調査票を回収して台

帳を作成することができました。 

 また、台帳の情報を落とし込んだ支援

マップも作成したり、若い担い手を育成

するために小学校や中学校と連携した避

難所運営訓練も実施したりしています。 

 はじめに、NPO 法人えひめイ

ヌ・ネコの会代表 高岸さんより「ペ

ットとの同行避難」についてご講演

いただきました。ペットに対する災

害ボランティアができるまでの経

緯や、平常時からのペット防災に対

する備えについてお話しいただき

ました。 

 次に、愛媛大学の前田先生をお招

きし、ペットとの防災について考え

るグループワークを行いました。愛

媛大学防災リーダークラブの学生

にも参加していただき、平常時・発

災時・避難時の行動について一緒に

考えました。 

 各班からは、平常時の備えや飼い

主と避難所運営側の話し合いが大

切であるという意見が出されまし

た。 

ペットの防災について精力的に 

活動を続けている高岸ちはりさん 

松山市コミュニティ・アドバイザー

でもある愛媛大学の前田先生 

避難所でのペットの扱い方について

各班で意見を出し合いました。 

必要な情報を掲示板に貼り出し、 

避難所内での情報を共有します。 

避難者の受け入れなどを真剣に話し

合い、避難所の運営方法を考えます。 

ゲーム終了後、他の班の結果を見比

べ、運営方法の違いを確認しました。 

最後に記念撮影📷 

地図を見ながら松山の断層について

詳しく学びました。 

日頃の備えについて語る高橋先生 

講義前には自己紹介をして 

緊張をほぐしました。 

市民参画まちづくり課より 

「まちづくり協議会」について説明。 

要支援者の支援について熱く語る 

蔭原会長 

 松山市危機管理課による、避難所

運営ゲーム（HUG
ハ グ

）を実施しまし

た。HUG とは、避難所で起こる出

来事に対応することで、避難所運営

を疑似体験するゲームです。 

多くの受講者が初めて体験する

ため、次々とやってくる避難者の受

け入れに最初は戸惑っていました

が、第３回に引き続いて参加した愛

媛大学防災リーダークラブの学生

にご協力いただき、掲示板を活用し

ながら読み上げられる情報を共有

し、迅速かつ適切な避難所運営を学

びました。 

 講義終了後には受講者全員で記

念撮影を行い、約 1 ヶ月間に渡るセ

ミナーが終了しました。 

 受講生のみなさんの地域でのご

活躍を期待します！ 

 まず、愛媛大学の高橋先生より、専門

の地質学の研究に基づいた地震のメカニ

ズムや被害予測、コミュニティの大切さ

について、ユーモアを交えながら分かり

やすくご講演いただきました。 

震度７以上の地震になると、人は地震

の揺れではなく、物の下敷きになってケ

ガをするため、家具を固定しておくこと

が大切です。平常時からの備えの重要性

を改めて感じました。 

次に松山市消防局地域防災課より、松

山市の取り組みや松山市と愛媛大学との

連携事業について説明しました。 

松山市は全国と比べ防災士養成講座の

受講料が安いため、防災士が多く輩出さ

れています。その中には学生も多く、若

い力が地域の防災力アップにつながって

います。 

最後に各班でまとめた意見を 

発表しました。 

 松山市と愛大

が協働して作成

した防災マッ

プ。点字版、音

声版も作成され

ています。 

要支援者の台帳作成の苦労話を、 

熱心に聞く受講者 

松山市では、防災士を育成するため

のプログラムを進めています。 

【受講者より】 

セミナーを通して日頃からの

備えの大切さを実感しました。 

HUG も初めて体験しました

が、掲示板の活用方法などをゲー

ムで学べて楽しかったです。 



  

 

 

 

  

  

  

                                                       

皆
さ
ん
の
「
い
い
ね
！
」
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
表
紙
で
紹
介
し
た
五
明
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
産
業
部
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
逸
見
幸
也
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。 

🎣経歴・趣味🎨 

油絵・イラスト・卓球 

デザイン会社勤務からイラス

トレーター、陶芸家を経て現在

にいたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12
月
19
日
（
火
）、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
一
堂

に
会
し
、
各
地
区
の
活
動
や
悩
み
ご
と
な
ど
を
話
し

合
う
「
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

会
場
に
は
役
員
や
部
員
、
事
務
員
な
ど
、
総
勢
80

名
が
集
ま
り
、
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
45
分×

2

回
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

協
議
会
の
運
営
方
法
や
、
人
材
の
取
り
込
み
方
、

広
報
紙
の
作
成
・
配
布
方
法
の
ほ
か
、
昨
年
9
月
に

発
生
し
た
台
風
18
号
の
影
響
か
ら
、
防
災
の
取
り
組

み
方
や
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
方
法
な
ど
に
つ

い
て
も
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

は
、
「
地
域
の
人
で
団
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
恵
を

出
し
合
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
輪
は
広
が
る
」
「
地

域
で
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
情
報
共
有
を
促
進
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

 

インフォメーション 

ま ち づ く り 協 議 会 交 流 会 を 開 催 し ま し た 

【五
明
地
区
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
】 

 

松
山
か
ら
車
で
２０
分
ほ
ど
の
場
所
に
位
置
し
、
高
縄
山

の
ふ
も
と
に
あ
る
た
め
、
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
の
ど
か
な

住
み
や
す
い
地
区
で
す
。 

 

し
か
し
、
近
年
は
年
ご
と
に
地
区
の
人
口
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

 

【ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
】 

 

五
明
で
は
た
く
さ
ん
の
農
作
物
が
採
れ
る
の
で
、
地
区
の

物
産
品
の
開
発
を
行
っ
た
り
、
五
明
地
区
内
外
の
様
々
な
人

た
ち
の
交
流
の
場
作
り
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
古
民
家
を
再
利
用
し
た
「
ふ
れ
愛
の
館
」
で
開
催
す
る

企
画
の
考
案
や
展
示
品
の
作
成
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。 

 

【ま
ち
協
で
活
動
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

活
動
時
間
を
作
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
ま
ち

協
は
様
々
な
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
交
流
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
交
流
が
自
分
の
財
産
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
自
分
の
活
動
の
自
信
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

【今
後
の
目
標
や
抱
負
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

地
区
内
外
の
多
く
の
人
に
五
明
の
良
い
と
こ
ろ
を
改
め

て
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
五
明
の
自
然
を
守
り
つ
つ
、
地
区
独
自
の
物
産
品
や
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

今
後
も
、
地
区
に
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
、
人
々
の
交

流
を
生
み
出
し
、
最
高
の
化
学
変
化
を
起
こ
し
た
い
で
す
。 

 

つ
な
ぐ
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
各
ま
ち

協
の
活
動
を
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

「
松
山
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
情
報
局
」

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

職
員
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
活
動
で

も
、
写
真
の
デ
ー
タ
や
活
動
の
内
容
を
当

課
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
送
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
当
課
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是

非
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

✉

：zich
i@

city.m
a

tsu
y
a

m
a

.e
h

im
e
.jp

 

 

  

 

五
明
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

産
業
部
長 

逸
見 

幸
也
さ
ん 

 

まち協でもＳＮＳ活用中！ 

【感想】  
◎まち協の広報手段で悩んでいたが、ＨＰや
ＳＮＳを有効に活用している地区があっ
たので、参考にしたい。 

 

【Facebook
フェイスブック

】 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
有
効
に
活
用
し
、
地

区
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と

で
、
地
元
以
外
の
人
に
も
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
、
地
区
の
Ｐ
Ｒ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。 

 

ま
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
い
な
い
地
区
で
、
「
活
用
し

て
み
た
い
け
ど
、
や
り
方
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
地
区
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
地
区
の
担
当
職
員
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【Instagram
イ ン ス タ グ ラ ム

】 【Twitter
ツ イ ッ タ ー

】 

Facebook まちづくり協議会情報局 

 
◎１回の話し合いの時間が長くなったので、
たくさんの意見を聞くことができた。 

 

【QRコード】 


